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通例の 3 月中旬から約 2 カ月前倒しして 1 月 14 日に実施された。馬英九政権
第二期は 5 月 20 日にスタートするので約 4 カ月の移行期がある。政権人事は
二期目の方向を示すことになるので当然注目されるが，この移行期をどのよう
に活用するのかについても注目が集まった。行政院長であった呉敦義は副総統





任委員（閣僚）を務めた後，2010 年 5 月から行政院副院長を務めていた。江宜
樺は政治学者で，馬政権では研究発展考核（評価）委員会主任委員（閣僚）を



















































新しく選出された立法院は，国民党が 113 の定数のうち過半数を上回る 64
議席を獲得し，そのほかに国民党系の無党籍委員が 3 名いる。野党では，民進








































































































回の 2016 年総統選挙では，国民党は馬英九が二期 8 年の任期を終え後継候補
を立てなければならない。現時点で後継候補として有力なのは副総統の呉敦義
である。ほかに，台北市長の郝龍斌と新北市長の朱立倫がいるが，結果として
このどちらかが副総統候補になる可能性が高い。呉敦義は馬英九より年齢が 2
歳上で，2016 年には国民党政権が続くことに飽きてきた選挙民に民進党がア
ピールするチャンスがあるし，馬政権が大きな失政をしていればチャンスは広
がる。しかし，台湾が直面している経済社会問題の多くは，国民党と民進党の
どちらが政権についていても対処・解決が難しい問題である。「公平正義」に
対する選挙民の期待は大きいが，民進党が 4 年後に体系的な国内政策を提示で
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きるか，そして説得力ある対中政策を提示できるかがやはりカギとなる。
４．台湾総統選挙のメッセージ
台湾の圧倒的に多数の人々は，台湾が事実上の国家として運営されている現
状を維持することを求めている。この点では馬英九も蔡英文も一致している。
中国共産党の言う統一を支持する人は台湾にはほとんどいないし，台湾の法的
独立を支持する人も少数である。他方，台湾の民意は，中国との関係改善・経
済交流拡大も望んでいる。台湾の民意は，台湾の自立も維持したい，中国との
交流で経済的恩恵・繁栄も得たいというものである。中国の対台湾政策の経緯
を考えれば，両者は矛盾する関係にある。選挙で選ばれた馬政権はこの難しい
台湾の民意を背負っている。この馬政権に中国の次の指導部がどのような形で
応えるのかが今後の焦点である。胡錦濤の「両岸関係の平和的発展」路線のゆ
くえを周辺国は注視している。
台湾の総統選挙に対しては多くの中国国民が関心を寄せている。これまで中
国メディアは台湾の選挙のマイナス面を強調し，批判的あるいは嘲笑的な評論
を頻繁に掲載してきた。また，中国大陸においては台湾のいくつものサイトが
中国当局によりアクセスできないように遮断されている。しかし，今回の総統
選挙では中国側に変化も現れた。台湾でおこなわれた 3 人の総統候補者による
テレビ討論会は，中国大陸にそのままネット中継された。実際にどれほどの人
が台湾のテレビ討論会を見たのかはわからないが，少なくとも知識層は見よう
と思えば台湾の民主政治の生の動きをそのまま見ることができた。
台湾の政見討論会をネットで見た人は，中台の最高指導者の選び方の差異を
感じずにはいられないであろう。中国大陸から見て同じく中華民族を中心とす
る社会である台湾で民主政治が実践されているという事実は，長期的にはさま
ざまな形で中国大陸に影響を及ぼしていくに違いない。台湾の総統選挙は台湾
の民主政治の象徴であるだけでなく，台湾の最強のソフトパワーとして中国の
政治体制のあり方に光を照射し，航海の方向を示唆する灯台の役割も担ってい
る。
